
本校は、令和４年度と５年度、文部科学省から「人権教育に関する研究校」としての指定を受け

ています。今年度は、研究主題を「豊かな人間性や自尊感情を育成する人権教育～互いの違いやよ

さを認め合い、相手の気持ちを考えて行動できる児童の育成～」に設定し、児童、教職員、そして

保護者の皆様とともに、人権に関する意識を高め、よりよい児童の育成、より過ごしやすい学校・

家庭・地域づくりにつなげていくために様々な取組をしています。その一環として人権教育に関す

る本校の活動を伝えるための人権だよりを発行しています。 

第 4 号では、１０月に実施した今年度 2 回目の人権に関する児童のアンケート結果を中心にお

伝えします。 

 

  

  

  

   

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ いじめは、どんな理由があってもいけない。

益子小学校人権だより 

な か ま    第４号 R５.１１.７  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４ 外国のことを学ぶことは、役に立つと思う。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５ 外国の人が、言葉や習慣のちがいや不当なあ

つかいにより、普段の生活でこまっていることを

知っている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６ いろいろな考えをもつ人たちと、ともにくら

していることを知っている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７ 自分とは違う考えをもった人とも、考えや気

持ちを伝え合うことは大切だ。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

８ 自分にはよいところがある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

９ 友達や家族、先生から認められている。

人権アンケート結果 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０ 正しいことを行い、よくないことを正そう

とする気持ちがある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネット
ハンセン病患者

外国人
アイヌ

同和問題
高齢者
女性

子ども

３ それぞれの人権問題について知っています

か。(知っている、またはどちらかといえば知って

いると答えた児童の割合)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２ 日本や世界には様々な人権問題があることを

知っている。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の皆様へのアンケートのお願い】 

 いつも人権だよりを読んでいただきありがとうございます。 

 よろしければ、人権だよりに関するアンケートのご協力をお願いし

ます。別紙アンケートにご記入の上、お子様を通して１１月１５日（水）

までに担任に提出をお願いします。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１１ クラスや学校をよくするために、何をしたら

よいか考えている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１２ 自分が住んでいる地域や社会をよくするため

に、何をしたらよいか考えている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１３ 自分とは違う考えをもった人とも話したり、

仲良く過ごしたりしている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１４ 友達や家族の気持ちを考えて生活してい

る。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１５ 困っている人がいたら、声をかけたり、解決

するために行動したりしている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１６ よりよいクラスや学校にするために、友達

や先生と協力して行動している。

【アンケート結果の考察】 

①第 1 回との変化があった項目 

設問１「いじめは、どんな理由があってもいけない。」では、全児童がいじめはいけないものであると考えて

いることが分かりました。 

設問３の様々な人権問題についての知識、理解は第 1 回よりも深まっていると考えられます。様々な人権問

題に関する授業を通して、特に外国人、ハンセン病についての理解が深まっています。 

設問６「いろいろな考えをもつ人たちと、ともにくらしていることを知っている。」の項目への肯定的な回答

の割合が高まりました。人権教育により自分と他者の考え方の違いに気付く感性も磨かれていると考えられま

す。 

設問９「友達や家族、先生から認められている。」では、第 1 回よりも認められていると感じている児童の割

合が増えました。ご家庭でもたくさんほめていただきありがとうございます。 

設問１０「正しいことを行い、よくないことを正そうとする気持ちがある。」と設問１１(1)クラスや学校をよ

くするために何をしたらよいか考えている。」の２つの項目について、肯定的な回答の割合が高まりました。 

設問１１に関しては、具体的に「優しいクラスにするために人のことを考えて行動している」「人の気持ちを

考えて言葉遣いなどに気を付けている」「みんなと分け隔てなく接して、コミュニケーションをとれるように元

気に挨拶をしている」などの回答が見られ、一人一人がクラスのためにできることを考えられるようになって

きています。 

 

②第 1 回とあまり変化がなかった項目 

 設問８「自分にはよいところがある。」は第 1 回とあまり変化がありませんでした。自信をもって「よいとこ

ろがある。」と答えることができるような学級の雰囲気づくりをしていきたいです。 


